
 
農林水産品・食品の物流に関する官民合同タスクフォース（第２回） 

議事概要 
 

１．日時：令和６年 5月 31日（金）10:00～11:30 
２．場所：農林水産省 第３特別会議室（オンライン併用） 
３．出席者：別紙のとおり 
４．議事概要： 
 
（１）宮浦タスクフォース長の冒頭挨拶 
 現在、食品流通においては大きな混乱は生じていないと認識している。業界の皆様には自主行動

計画を策定していただき、輸送の見直しやリードタイムの削減等の改善に取り組んでいただいている
ところ。 

 政府では更なる取組として、物流効率化法の一部改正を国土交通省が中心となって進めてきたと
ころであり、5月 15日に公布。努力義務に関する規定の施行は 2025年度、特定荷主に関する
規制は 2026年度から施行となる見込み。 

 前回は皆様から多くのご意見をいただき、現場で様々な取組が進んでいることを確認したところ。当
省においても、物流の確保や負担の抑制等を中心に現場対応を進めていくので、引き続き皆様に
もご協力いただきたい。 

 
（２）タスクフォース活動報告・賛助メンバーからの報告 
 資料に沿って説明。 

 
（３）意見交換 
 農水省（農産局）から、「小麦輸送の内航船が不足している」との報告があったが、原因は分かっ

ているか。（日本内航海運組合総連合会） 
 小麦は産地が東西に分かれ、主産地は北海道で大規模な輸送が行われている。コロナ禍による世

界的な船舶不足が国内に波及し、他品目との競合で船が回ってこないと聞いている。（農産局農
産政策部長） 
内航船は、むしろ余っている状況と認識しており、当団体としても調べてみたい。 
（日本内航海運組合総連合会） 
 

 鉄道貨物輸送は縮小傾向にあり、貨物駅も減ってきていると認識しているが、JR貨物や国土交通
省では、今後、鉄道輸送の利便性を向上させる取組を進めていく考えはあるのか。 
（農産局農産政策部長） 

 確かに、石油、セメント等を輸送している車扱輸送は縮小してきたが、現在の貨物鉄道輸送はコン
テナが主力であり、コンテナ輸送は増やす方向。昨年政府が策定した「物流革新緊急パッケージ」に
おいても、今後 10年程度で、鉄道・船舶の輸送を倍増させることとされており、当社も利便性向上
に努め輸送量増に向け取り組んでいく所存。（日本貨物鉄道株式会社） 

 関係者から、実際には船舶輸送への切替えは難しいと言われることが多い。北海道でも難しいと聞
いたが、地域性が関係しているのか、情報提供をお願いしたい。（宮浦タスクフォース長） 

 
（４）議論のとりまとめ 
 本日の会合を通じ、地方や各業界の動き、各品目の動きを一同でシェアできたのは、大きな進歩だ

ったのではないか。 
 現在は、まだ出荷量が少ない時期であり、今後、現場に課題や支障が生じる可能性もあるので、

引き続き連携して情報をシェアしていきたい。 
（以上） 



（別紙） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


